











































































































































































































in thecolection ofover200essayswritten by
Japaneseuniversitystudents,tobesenttoProf.



















same structure, with three individual studies
















































































moreproblematicthan extended and exceptional
uses,andarticlesusedinfreecombinationsmore
problematicthanthoseusedinidiomsorlexical
phrases.The folowing chapter on prepositions
makesadistinctionbetweenfreeandbounduses,
andrevealsthatboundprepositionsleadtomore







learner English,compared with native English.
Japanese learners appear to use fewer lexical
phrases（especialy3-and4-grams）andamore




































thatmany studiesin LCR failtodiscuss.And
whilea few minorpointsofcriticism could be
raised（e.g.shortageofcorpusexamples,lackof
detailsaboutwhatlanguageitemshidebehind
certain category labels,occasionalrepetition of






book,which isa finepieceofscholarship that
shouldbeofinteresttoalreaders（bothJapanese
and international）working within theframeof
interlanguageresearch.
（ゲータネルギルキン ベルギー ルーベン大学
研究員講師）
平井杏子著
『カズオイシグロ 境界のない世界』
井内雄四郎
現代イギリス文学の顕著な特色のひとつは，ナイポー
ル，サルマンラシュディ，ドリスレッシングなど外
国出身の作家が大きな地位を占めていることだろう。そ
して1954年長崎に生まれ，5歳で両親と共にイギリス
に渡り，1982年，戦後の荒廃した長崎を舞台にした長
『遠い山なみの光』で颯爽とイギリス文壇に登場した
イシグロもそうした輝かしい作家のひとりである。
爾来イシグロは順風満帆に作品を書き続け，第三作
『日の名残り』（1989）ではイギリス最高の文学賞「ブッ
カー賞」を授けられ，現在までに6つの長と短集
『夜想曲集―音楽と夕暮れをめぐる五つの物語』を発表
して，その名はひろく世界的に知れ渡っている。
しかし，つい最近まで日本を訪れたことがなく，全て
教育はイギリスで受け，イギリスに帰化し，むこうの女
性と結婚したこの日系作家の想像的世界の本質的構造を
正しく理解することは，ポーランド出身のイギリス作家
ジョウゼフコンラッドの場合と比べても決してたやす
くはないだろう。例えばイシグロにとって日本とは何で
あり，イギリスとは何であるのか。彼をめぐるこの三角
関係の間には，どういう精神的距離が存在し，どういう
心理的反応が働いているのか。
また手法の面でも第一作から第三作までの長は一応
リアリズムの立場をとりながら，突如第四作『充たされ
ざる者』（1995）ではリアリズムの世界は轟然と崩れ落
ち，ドストエフスキーやカフカを思わせるシュールで悪
夢のような世界が展開し，読者を驚愕させるのはなぜな
のか。
更に上海を背景にした第五作『わたしたちが孤児だっ
たころ』（2000）では戦場の硝煙の中，探偵小説的な手
法が多用され，現代のクローン人間の運命を見つめた第
六作『わたしを離さないで』では，一見悲しみを湛えた
終末論的な世界が描かれる。
このようにイシグロの手法や題材はつねに烈しく変化
して読者を驚かせてやまない。いったいこれらの相反す
る手法や要素はこの作家の中でどうつながり，どう養分
を供給しあっているのか。この問いをしっかと受けとめ，
考察しないかぎり，イシグロを理解し，評価することは
そもそも不可能だろう。
平井杏子氏の最新の著作『カズオイシグロ 境界の
ない世界』（2011）は，その副題からも察せられるよう
にこの作家を ボーダレスの作家と想定し，その視点
からこの難解で錯綜した作者の想像力の秘密に真っ向か
ら挑戦した力作であり，わが国にはじめて出現したイシ
グロの研究書として，まずその誕生を心から喜びたい。
氏はまず「小説とその書き手をひとつに結びつけるこ
と，あるいは伝記的読みに偏することの非を承知の上で，
あえてイシグロの過去にってみたいと思うのは，現実
と記憶の相克を主題とするイシグロ文学の読者には，と
くべつに許されることではないかと思いたい。」と述べ，
まず自らのよって立つ視点と方法論を鮮明に規定する。
第一章「反転する地図 『遠い山なみの光』」，第二
章「立ち昇る煙 『浮世の画像』」は共に戦中，戦後の
長崎を舞台にしているが，イギリスの批評家はつねにそ
の ステレオタイプ的な日本観でこの作品を眺め，
彼のうちなる 日本らしさを指摘して，イシグロを辟
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易させた。
しかし平井氏は作品の表相を覆う過剰な日本的情緒に
目をくらまされてはならないと警告し，第一作の中に早
くも第四作以降駆使される「超現実主義的な手法」が認
められるとする。そして第二章では，イシグロはボルヘ
ス，ロブ＝グリエなど現代ヨーロッパ文学の巨匠にも通
じる「語り手の認識の相対性を問う手法」が用いられて
いると指摘してみせる。平井氏の作家としての鋭い感覚
が捉えたこのイシグロ観はきわめて独創的で，イシグロ
の愛読者のひとりとして私も大いに刺激された。
第三章「偉大さのアイロニー」は，ブッカー賞を
受賞し，映画化もされた第三作『日の名残り』を主題に
し，伝統的なイギリス小説の真の継承と多くの批評家か
ら誤解ある讃辞を捧げられたこの作品中に，意外にもイ
ギリス的でも日本的でもない 皮肉な距離感
アイロニックディスタンス
を認め，
この第三作を 脱
エクストラ
イングランド小説，超
スーパー
イングラ
ンド小説と規定する。これまた犀利で感動的な見方で，
しばらく私はこの表現をじっと見つめていた。
第四章「分断される身体」は第四作『充たされざる者』
（1995）を焦点に，冷戦下の東欧とおぼしい架空の都市
を訪れた世界的に有名なピアニストの果てしない彷徨が
描かれ，悪夢的な世界が展開し，一切の観察や事物は全
て相対化される。氏はそこに「二度と再構築することの
できない幸福な空間を仮想の世界に取り戻したいという，
強いオブセッション」を見出し，第三作までの一見リア
ルで堅実な世界と以降の極度にシュールで多元的な空間
との有機的つながりを探りあてる。
戦前，戦後の上海を舞台に，幼馴染の日本人の友人と
ある時突如失踪した両親を訊ね歩くイギリス人の探偵を
描いた第五作『わたしたちが孤児だったころ』（2000）
を扱った第五章「幻想の上海租界」では，一見探偵小説
的な仕掛けの中に，イシグロの 失われた故郷への郷
愁が指摘され，クローン人間となる若者たちの姿を静か
に淡々と描き出した第六作『わたしたちを離さないで』
（2005）については第六章「座礁した船」で，表面的に
は透み切ったこの世界の背後に，イシグロの現代社会へ
の絶望ではないが深い 失望の存在が指摘される。
そして最終章「世界への悼み歌」では，『夜想曲集 ―
音楽と夕暮れをめぐる五つの物語』（2009）に収載され
たいずれの短にも共通する音楽という主題の深層に，
「恐怖と悲惨を孕む世界への，無言の，そして強いメッ
セージ」を読み抜いて，イシグロへの氏の好意にみちた
挑戦は終了する。
以上の簡単な紹介からも察せられるように，氏はイシ
グロの全ての作品が孕むさまざまな矛盾，曖昧さ，混濁，
陰影などの由来を，単にイシグロのみならず現代ヨーロ
ッパ文学全体に関する深い学殖を踏まえて，解釈し，突
きとめようとつとめているだけに，本書の中で描かれる
イシグロ観はきわめて犀利で，独創的で，説得力にあふ
れている。
わけてもとりわけ賞讃に価するのは，巻末に付けられ
たイシグロについての厖大な書誌からも窺えるように，
氏がそれらの文献にこまかく目を通し，しかもその重圧
を跳ね返し，独自のイシグロ観を提出したその背後にあ
るしなやかでまばゆい批評的感性と，ここで紹介するス
ペースがないのが残念だが，それを支える美しい文藻の
「妙なる調和」である。欧米の文献や理論の下で圧し潰
されがちなわが国の外国文学研究の中で，これこそ今後
われわれが採るべき創造的針路ではなかろうか。
その意味でも，本書が近い将来英訳され，イギリスの
批評界に，わが国の現代英文学研究が生み出したひとつ
の輝かしい達成として紹介されることを熱望してやまな
い。その時イシグロは，この日本からのメッセージの中
に，自己の文学の真の理解者を見出し，すぐれた文学作
品は，その最も本質的な部分において ボーダレスで
あるという自らの信念の正しさを更に深めて行くにちが
いない。
（いのうち ゆうしろう 早稲田大学名誉教授）
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